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【ＦＩ】
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   Ｃ０８Ｌ   33/16     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月3日(2016.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式のモノマー
【化１】

［式中、ＲはＨまたはメチルである。］を水混和性非プロトン性溶媒と水との混合物中で
、フリーラジカル開始剤の存在下に重合するステップを含む溶液重合方法。
【請求項２】
　フリーラジカル開始剤が、水溶性である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　重合が、鎖長調節剤の存在下に実施される、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　モノマーが、ペンタブロモベンジルアクリレート（Ｒ＝Ｈ）である、請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　水混和性非プロトン性溶媒が、グリコールエーテルからなる群から選択される、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　鎖長調節剤が、チオール化合物である、請求項３から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　チオールが、Ｒ１ＳＨであり、ここで、Ｒ１は８個以上の炭素原子から構成されるアル
キル基である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　高温ゲルパーミエーションクロマトグラフィーによって決定して、重量平均分子量（Ｍ
ｗ）が４，０００から１２０，０００の範囲であり、多分散指数が１０未満であるポリ（
ペンタブロモベンジルアクリレート）であって、ガラス転移温度が１５０℃以下であるポ
リ（ペンタブロモベンジルアクリレート）。
【請求項９】
　Ｍｗが、４，０００から９０，０００の範囲であり、多分散指数が２から１０の間であ
り、ガラス転移温度が２０から１５０℃の間である、請求項８に記載のポリ（ペンタブロ
モベンジルアクリレート）。
【請求項１０】
　Ｍｗが、４，０００から３０，０００の範囲であり、ガラス転移温度が２０から１３５
℃の間である、請求項９に記載のポリ（ペンタブロモベンジルアクリレート）。
【請求項１１】
　Ｍｗが、３０，０００から９０，０００の範囲であり、ガラス転移温度が１３５から１
５０℃の間である、請求項９に記載のポリ（ペンタブロモベンジルアクリレート）。
【請求項１２】
　鎖長調節剤に由来する末端基を末端とする鎖を含む、請求項８から１１のいずれか一項
に記載のポリ（ペンタブロモベンジルアクリレート）。
【請求項１３】
　末端基が、チオール基－ＳＲ１であり、ここで、Ｒ１は８個以上の炭素原子から構成さ
れる直鎖状または分枝状のアルキル基である、請求項１２に記載のポリ（ペンタブロモベ
ンジルアクリレート）。
【請求項１４】
　易燃性材料および難燃剤として請求項８から１３のいずれか一項に記載のポリ（ペンタ
ブロモベンジルアクリレート）を含む配合物。
【請求項１５】
　易燃性材料が、ポリプロピレンコポリマーまたは耐衝撃性が改良されたポリプロピレン
である、請求項１４に記載の配合物。
【請求項１６】
　易燃性材料が、スチレン含有ポリマーまたはコポリマーを含む、請求項１４に記載の配
合物。
【請求項１７】
　易燃性材料が、繊維製品である、請求項１４に記載の配合物。
【請求項１８】
　請求項８から１３のいずれか一項に記載のポリ（ペンタブロモベンジルアクリレート）
、水性担体およびポリマーバインダーを含み、ならびに湿潤剤、分散剤および増粘剤から
なる群から選択される１つ以上の添加剤を場合によって含む組成物。
【請求項１９】
　繊維製品の易燃性を低減する方法であって、請求項１１に記載のポリ（ペンタブロモベ
ンジルアクリレート）を、前記繊維製品の表面をパディングまたは被覆することによって
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前記繊維製品に適用するステップを含む方法。
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